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JR東 日 本 寄 附 講 座 「交 通 運 輸 情 報 プ ロ ジ ェ ク ト 」

対話型レコメンド検索を対象とした問い合わせ自動生成システム

百 々 健 人 t 清 木 康 1

1•慶 應 義 塾 大 学 環 境 情 報 学 部 〒 2 5 2 - 0 8 0 5神 奈 川 県 藤 沢 市 遠 藤 5322 

E-ma i l : T  tl2 5 5 2kd@ stc.keio.ac.jp, + lciyoki网 sfc.keio.ac.jp

あ ら ま し 本 稿 は 、オ ブ ジ ェ ク ト （対 象 物 ）に 紐 づ い て い る 文 書 情 報 を テ キ ス ト マ イ ニ ン グ し て 量 的 デ ー タ に 変  

換 し 、多 次 元 空 間 計 量 を 行 う こ と で 、問 い 合 わ せ _ 体 と そ の 結 果 を _ 動 生 成 す る シ ス テ ム を 提 案 す る 。

本 方 式 で は 、オ ブ ジ ェ ク ト の 一 例 と し て 商 品 情 報 を 取 り 扱 う 。本 方 式 は 、商 品 情 報 の 一 部 で あ る 説 明 文 を 解 析 し 、 

出 現数を調べる。 条 件 に 合 致 し か つ 出 現 数 が 高 い も の は 、重 要 な 単 語 と し て そ れ ら 同 士 の 関 連 度 を 計 算 す る 。 その 

後 に 、 こ れ ら の 情 報 か ら 質 問 を 自 動 生 成 す る 。 こ れ に よ り 、既 存 で は 人 力 で 作 成 し て い る 条 件 分 岐 に よ る 対 話 型 検  

索 を 自 動 生 成 で き 、労 力 を 低 減 す る こ と を 目 指 す 。

キ ー ワ ー ド 商 品 検 索 ，テ キ ス ト マ イ ニ ン グ ，感 性 メ タ デ ー タ ，多 次 元 空 間 計 量 ，問い合わせ 自 動 生 成

1•はじめに

イ ン タ ー ネ ッ ト が 一 般 に 普 及 し 発 達 し て き た こ と  

で 、誰 も が web上 で 商 品 情 報 を 検 索 し 購 入 す る こ と が  

可 能 に な り つ つ あ る 。 さ らには、流 通 の 発 達 に よ り 数  

日 も し な い う ち に 商 品 が 届 け ら れ る よ う に な っ た こ と  

で 、 そ の 便 利 さ 故 に 商 品 情 報 を 検 索 し 購 入 で き る サ イ  

ト （以 下 、商 品 検 索 サ イ ト と す る ） の利用者 は 増 加 の  

一 途 を 迪 っ て い る 。

し か し な が ら 、既 存 の 商 品 検 索 サ イ ト に は 便 利 さ を  

向 上 す る 余 地 が あ る 。 特 に 、 商 品 検 索 の 部 分 に 関 し て  

は 、現 状 で は 商 品 カ テ ゴ リ ー の 分 類 や 価 格 帯 と い っ た  

設 定 さ れ た グ ル ー プ に 絞 り 込 む 、 もしくは 文 字 列 で 検  

索 す る 、 ま た は そ の 両 方 で あ る 。 確 か に 、 この検索手  

法 で あ れ ば 、 具 体 的 に 欲 し い も の が 想 像 で き る と き に  

は 有 効 で あ る 。 と こ ろ が 、 商 品 検 索 サ イ ト の ユ ー ザ ー  

(以 下 、ユ ー ザ ー と す る ） 自 身 が 具 体 的 に 欲 し い も の  

が 想 像 で き な い 状 態 の 場 合 は 、必 ず し も 潜 在 的 な 欲 求  

に 応 じ る こ と は で き な い と 考 え ら れ る 。

そ こ で 活 用 で き る の が 、対 話 型 の 検 索 （以 下 、 対話 

型 検 索 と す る ） で あ る 。 こ れ は 、 あ ら か じ め 設 定 し た  

質 問 に 対 す る 回 答 に よ っ て 検 索 結 果 を 表 示 す る と い う  

も のである。 こ の 検 索 手 法 を 商 品 検 索 に 取 り 入 れ る こ  

と に よ っ て 、ユ ー ザ ー の 潜 在 的 欲 求 を 満 た す こ と が で  

き る と 考 え る 。

ところが、 対 話 型 検 索 は 、質 問 と そ れ を 表 示 す る フ  

ロ ー や そ の 回 答 に 対 す る 検 索 結 果 を 作 成 す る の に 人 間  

の 力 が 必 要 と な り 、デ ー タ 数 が 非 常 に 多 い 商 品 デ ー タ  

に こ れ を そ の ま ま 適 用 す る こ と は 難 し い 。 よ っ て 、本 

研 究 で は 、省 労 力 で ユ ー ザ ー の 潜 在 的 欲 求 （特 に 、感 

性 か ら 表 現 す る 欲 求 ） を 満 た せ る よ う 、 対話 型 商 品 検  

索 を 対 象 と し て 問 い 合 わ せ を 自 動 生 成 す る シ ス テ ム を  

提 案 す る 。

2• 対 話 型 商 品 検 索 レ コ メ ン ド を 対 象 と し た

問い合わせ自動生成システムの手法

2.1.システム構造

本 シ ス テ ム は 、 商 品 情 報 の 説 明 文 を 文 章 解 析 す る 部  

分 、 そ の 情 報 を 元 に 検 索 時 に 出 題 す る 質 問 を 構 成 す る  

単 語 （質 問 群 を 構 成 す る た め の メ タ デ ー タ と な る 。 こ 

れ を タ グ と 呼 ぶ こ と と す る ） を 選 定 し 抽 出 す る 部 分 、 

そ れ ら の 情 報 よ り 実 際 に 対 話 型 検 索 を 行 い 、表示する 

部 分 の 3 つ で 構 成 さ れ る 。 （図 1 )

図 1 シ ス テ ム の 基本構造

ま ず 、 商 品 デ ー タ ベ ー ス か ら 商 品 情 報 を 取 り 出 し 、 

商 品 の 説 明 文 に 対 し て 文 章 解 析 を 行 う 。 次 に 、文章解 

析 の 結 果 を も と に タ グ を 抽 出 す る 。 タ グ は 、最終的に 

質 問 を 構 成 す る た め に 必 要 な 品 詞 •品 詞 細 分 類 の 組 み  

合 わ せ の 条 件 と あ る 一 定 上 の 重 要 度 を 担 保 す る た め に  

出 現 率 の 条 件 に よ っ て 、抽 出 す る 。 こ れ に よ っ て 、実 

際 に 使 用 す る 質 問 文 群 の 候 補 が 出 来 上 が る 。 この後、 

質 問 選 定 員 に よ っ て 、質 問 文 を 最 終 選 定 し 、質問文群
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が で き あ が る 。 こ れ ら 質 問 文 を ユ ー ザ ー が 最 初 に 選 択  

も し く は 入 力 し た ク エ リ に 応 じ て 表 示 し 回 答 を 受 け 付  

け る こ と で 、 商 品 検 索 に 必 要 な 情 報 を 収 集 し 、検索結 

果 を 表 示 す る 。

2.2. 本システムの特徴
本 シ ス テ ム の 特 徴 は 、 （1 ) 検 索 結 果 表 示 ま で に 最  

低 限 必 要 な 情 報 は 、 商 品 の 名 前 と 説 明 文 の み で あ る 。

( 2 ) 検 索 結 果 表 示 ま で に 必 要 な 人 間 の 労 力 は 、 商品 

を 選 ぶ と き に 重 要 な 質 問 群 を そ の 候 補 か ら 選 択 す る の  

み で あ る 。 （ 3 ) メ タ デ ー タ を 用 い て の 対 話 型 検 索 を 行  

える。 こ と で あ る 。

2.3. 基本方式

本 シ ス テ ム を 構 成 す る に あ た っ て 必 要 と な る 計 算  

等 の 方 式 に つ い て 、詳 細 を 記 述 す る 。

2.3.1.文章解析方式

文 章 解 析 部 で は 、 主 に 形 態 素 解 析 を 用 い る 。 商品の 

説 明 文 に 対 し て 形 態 素 解 析 を 行 い 単 語 ご と に 分 割 し 、 

句 読 点 や ス ペ ー ス と い っ た 計 算 に 不 要 な 部 分 （ stop 
words)を 除 外 し た 単 語 デ ー タ を 保 存 す る 。

2.3.2• タ グ （重 要 語 ）抽出計算方式

タ グ 抽 出 部 で は 、 タ グ を 抽 出 す る た め に 文 章 解 析 部  

に て 保 存 し た 解 析 済 み の 単 語 デ ー タ を 用 い る 。 単語デ 

ー タ の う ち 最 終 的 な 質 問 文 を 構 成 す る 品 詞 •品 詞 細 分  

類 の み を 選 択 し 、 そ れ ぞ れ の 品 詞 •品 詞 細 分 類 に 対 し  

て 出 現 率 が 一 定 以 上 の も の を タ グ と し て 保 存 す る 。 ま 

た 、 同 時 に そ れ ら タ グ と 商 品 の 関 連 度 と タ グ 同 士 の 閨  

連 度 を 、意 味 の 数 学 モ デ ル [1][2]を 主モデルとして算出  

を 行う。 意 味 の 数 学 モ デ ル を 用 い た 商 品 と タ グ の 閨 連  

度 計 算 方 式 に つ い て は 、次 項 で 記 述 す る 。

2.3.3•意味の数学モデルを用いた関連度計算  

方式

意 味 の 数 学 モ デ ル は 、個 々 に 異 な る 意 味 を 持 っ た メ  

タ デ ー タ を 次 元 の 軸 と し て 空 間 を 形 成 す る モ デ ル で あ  

る。 こ の モ デ ル を 、 商 品 対 話 型 検 索 を 対 象 と し た 多 次  

元 意 味 空 間 の 形 成 に 活 用 す る 。 具 体 的 に は 、 タグをメ 

タ デ ー タ と し て こ れ を 次 元 軸 と 仮 定 し 、説明 文 に お け  

る タ グ の 出 現 数 に よ っ て 商 品 を プ ロ ッ ト す る 。 このと 

き、 商 品 と メ タ デ ー タ の 関 連 度 が 決 定 す る 。 （図 2) 

一 方 で 、 メ タ デ ー タ と し て の タ グ は こ の 時 点 で は 最  

終 的 な 質 問 文 中 に 出 現 す る 単 語 の そ れ と は 意 味 が 違 う  

と い う 点 が あ る 。 こ れ は 、 タ グ に つ い て 単 語として登  

場 す る と き と 文 中 に 登 場 す る と き は 意 味 が 必 ず し も 一

致 し な い と い う こ と か ら 来 て い る 。例 え ば 、「目が重い 

で す か ？」 の 「目 が 重 い 」 は 、 実 際 に 「目が重い」 だ 

けではなく  「頭 が 痛 い 」 た め に 感 じ る こ と も あ る か ら  

で あ る 。 そ の よ う な 差 異 を 是 正 す る た め 、 あらかじめ 

次 元 軸 上 の メ タ デ ー タ と 質 問 と し て の タ グ （実 質 、 タ 

グ 同 士 ） の 関 連 度 を 求 め て お く 。

商品検索空間

痛い

図 2 商 品 対 話 型 検 索 を 対 象 と し た 多 次 元 意 味 空 間

2.3.4. 質問文選定方式

タ グ 抽 出 部 で タ グ を 抽 出 し た 後 に 、 タグ群から質問  

文 群 を 選 定 す る 。

ま ず 、 全 商 品 の 説 明 文 中 の う ち 最 終 的 な 質 問 文 を 構  

成 す る 品 詞 • 品 詞 細 分 類 に 当 て は ま る も の の う ち 、 タ 

グ で 構 成 さ れ て い る も の （た だ し 、助 詞 な ど の 単 体 で  

意 味 を 持 た な い 品 詞 の 単 語 は 除 く ） を質問文群の候補  

とする。 （こ れ を 、質 問 文 群 候 補 抽 出 と す る 。）

次 に 、 こ の 群 よ り 人 が 商 品 を 選 択 す る 上 で 重 要 な 質  

問 と な る 質 問 を 選 定 す る 。 これは実際に人が候補から  

の 選 定 を 行 う が 、選 定 基 準 と し て 、質問文候 補 に 対 し  

( 1 ) 助 詞 の 変 更 と 語 尾 の 追 加 •変 更 に よ り 意 味 が 通  

る も の で あ る （2 ) 最 終 的 に 生 成 さ れ る 質 問 文 の 意 味  

が 曖 昧 で な い こ と （3 ) そ れ が 短 時 間 （数 秒 単 位 ） で 

定 量 的 に 変 換 で き る 回 答 が 可 能 な 質 問 で あ る こ と 。 の 

3 点 を 設 定 し 、選 定 を 行 っ た 。 （こ れ を 、質問文選定と 

す る 。）

2.3.5. 対話型検索方式

い く つ か 出 題 す る 質 問 文 の 回 答 を 元 に 、 商品検索を 

行 う 。 商 品 検 索 時 に 必 要 な 情 報 は そ れ ぞ れ の 商 品 と ラ  

ン ダ ム に 表 示 さ れ る 質 問 文 の 回 答 と の 関 連 度 （こ れ を 、 

感 性 関 連 度 と す る ） で あ る 。 こ の 大 き さ で 、検索候補  

と 出 現 準 を 定 め る 。

こ こ で 、 当 シ ス テ ム に お い て 、感 性 関 連 度 の 算 出 式  

を 以 下 の よ う に 定 め た 。
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あ る 商 品 /に 対 し て の 感 性 閨 連 度 を V、 単一質問(?„に 

対 す る 感 性 閨 連 度 を Vq„ と 定 義 す る と 、

V=I>nVQn

一 方 で 、質 問 <?„は タ グ 群 (?„r2,…，(?ふ )か ら 構 成

し て い る こ と か ら 質 問 は タ グ 群 の 和 集 合 と 考 え ら れ る  

た め 、 質 問 と タ グ と の 閨 連 度 を と 定 義 す る  

と、

k  = んびドQ„r2x

こ こ で 、商 品 /が 保 持 す る タ グ （説 明 文 内 に 出 現 す る  

タグ、重 複 タ グ は 削 除 し な い ）と ら ん と 関 連 の あ る （関 

連 度 が  0 よ り 大 き い ） タ グ の 集 合 を  

(ら‘ ル，も … と 定 義 し 、 そ れ ら の 関 連 度  

を （̂bnTmR? kTmW…，̂WmRゾ）と す る と 、

VQnTm =  ̂ >X VQnTmRx

に 閨 し て は 、 タ グ 抽 出 部 で 算 出 し た 値 を 使 用

す る 。

以 上 を 元 に 、質 問 の 回 答 か ら 商 品 検 索 の 結 果 を 得 る  

こととした。

を 保 存 す る 。 以 下 に 、テ ー ブ ル の 構 造 と シ ス テ ム 動作 

に 最 低 限 必 要 な 情 報 か ど う か を 示 す （図 3 ) 。

カラム名 型 主キー .必要な情報
ilD int O 〇

name text 〇
description text 〇

image text X

maker text X

brand text X

図 3 商 品 テーブルについて

シ ス テ ム 動 作 に 最 低 限 必 要 な 情 報 が 全 て 存 在 す る  

商 品 が 本 シ ス テ ム に お け る 検 索 対 象 と な る 。

3.2.2•単語テーブル

文 章 解 析 部 で は 、 商 品 の 説 明 文 を 形 態 素 解 析 し た 結  

果 を 単 語 ご と に 単 語 テ ー ブ ル に 保 存 す る 。 形態素解析  

を 実 行 す る に あ た っ て 、 オ ー プ ン ソ ー ス で あ る  

MeCab[3]を 用 い た 。

以 下 に 、 テ ー ブ ル の 構 造 と シ ス テ ム 動 作 に 最 低 限 必  

要 な 情 報 か ど う か を 示 す （図 4 )。

カラム名 型 主キ ー 必要な情報
ilD int 〇 〇

start int 〇 〇
word text 〇
psubl text 〇
psID int 〇

図 4 単 語 テーブルについて

3.実現方式

本 シ ス テ ム を 実 現 す る に あ た っ て 具 体 的 に 使 用 し  

た 事 項 に っ い て 詳 細 を 記 述 す る 。

3.1•プログラムと制御と表示の方式

本 シ ス テ ム を 実 現 す る に あ た っ て 、各 プ ロ グ ラ ム や  

そ の 制 御 、HTMLペ ー ジ へ の 表 示 に 関 し て 、 プログラ 

ミ ン グ 言 語 の PHPを 使 用 し た 。これを使用 す る こ と に  

より、簡 易 的 に 動 的 な HTMLペ ー ジ を 生 成 し 表 示 す る  

こ と が 可 能 で あ る 。

3.2.データベースの仕様と設計

本 シ ス テ ム を 実 現 す る に あ た っ て 、 重 要 な 役 割 を 担  

う デ ー タ ベ ー ス は 、MySQLを 選 択 し た 。本 項 で は 、シ 

ス テ ム 内 の 各 部 に お い て 使 用 す る デ ー タ ベ ー ス テ ー ブ  

ル に つ い て 、記 述 す る 。

3.2.1.商品情報テーブル

本 シ ス テ ム の 対 象 物 で あ る 商 品 情 報 を 格 納 す る テ 

一 ブ ル で は 、 1 つ の 商 品 を 1 つ の タプルをしてデータ

単 語 が 出 現 す る 商 品 と 場 所 を 保 存 す る 必 要 が あ り 、 

か つ こ れ は ユ ニ ー ク で あ る の で 、 こ れ ら 2 カラムを主  

キ ー と し た 。 ま た 、形 態 素 解 析 し た 結 果 の う ち 品 詞 再  

分 類 の 2 つ 目 以 降 は 計 算 に 使 用 し な い こ と か ら 、該当 

す る カ ラ ム を 設 定 し て い な い 。

形 態 素 解 析 す る に あ た っ て 、 こ れ 以 外 に stop words 

を 保 存 す る た め の stop wordsテ ー ブ ル が 存 在 す る 。 stop 
wordsテ ー ブ ル に 、 こ の 後 の 計 算 に 不 要 な 単 語 を 予 め  

予 約 し て お く こ と で 、形 態 素 解 析 の 対 象 か ら 外 す こ と  

が で き る 。

さ ら に 、品 詞 に 関 す る 情 報 は 品 詞 テ ー ブ ル に 保 存 し  

こ こ で は リ レ ー シ ョ ン と し て 品 詞 idが 保 存 さ れ る 。品 

詞 に 関 す る 情 報 を 分 離 す る こ と で 、 品 詞 の 異 な る 別 言  

語 へ の 対 応 が 可 能 で あ る 。

3.2.3•タグテーブル

タ グ 抽 出 部 で 保 存 す る デ ー タ は 、 タグその も の の デ  

ー タ の 他 に タ グ 同 士 の 関 係 な ど が あ る 。 タグテーブル  

(図 5 ) 、タ グ 同 士 の 関 連 度 テ ー ブ ル （図 6 ) に つ い て 、 

以 下 に テ ー ブ ル の 構 造 と シ ス テ ム 動 作 に 最 低 限 必 要 な  

情 報 か ど う か を 示 す 。

58



.人間が逛拆した数 

近似2次撕線

カラム名 型 主キ ー 必要な情報
tID int 〇 〇

name tinytext 〇

単 語 1 接続 単語 2 語尾

品詞 名詞 助詞 形容詞 …

品詞細分類 一般 格助詞 自立 —

例 1 目 が かゆい ですか

例 2 胃 が 痛い ですか

図 7 想定した有効な質 問文の構造

実験では、上記図中の単語1 の品詞•品詞細分類を 

もとに商品同士の関連度を計算し、人間が選択したも 

のと比較する。

4.1.3.商品関連度検証実験結果

適合率および再現率を算出するにあたって、検索結 

果群を設定する必要がある。 よって、設定に必要とな 

る関連度の最低値（以下、閾値とする。）について適切 

な値を捜索するとともに、適合率•再現率とその 2 値 

の統一的尺度である尺度F 値を求めた。

結果は、以 下 の 図 表 （図 表 8 ~ 1 0 )の よ う に な っ  

た。 なお、無作為に選んだ 3 品をそれぞれ商品1 、商 

品 2 、商品 3 とした。また、グラフ中の横軸は関連度 

で、小数第 2 位を切り捨てたときの該当数を示してい 

る。

検索結果中、人簡が選択した数

図 5 タクテープ ル に つ い て

カラム名 型 主キ ー 必要な情報
tIDl int 〇 〇
tID2 int 〇 〇
value float 〇

図 6 タグ同士の 関係テーブ ル に つ い て

タグテーブルのnam eの型を tin ytextに設定した背景 

は、文字数が多いタグ（単語）は質問候補として想定 

しないということがある。

4.検証実験と考察

本 シ ス テ ム による検索が有効であるかを調査する 

ために、検証実験とその考察を行った。以下に、その 

詳細を記述する。

4.1. 商品関連度検証実験

本 シ ス テ ム で 商品に適応した関連度計算モ デ ル の  

確からしさを検証するため、商品関連度検証実験を行

った。

4.1.1. 商品関連度検証実験の方法

商品関連度検証実験では、ある商品に関して、シス 

テムにおけるその商品と異なる商品との関連度が、予 

め選択したその商品と関連のある商品に対してどのよ 

うな再現率•適合率が得られるかを目的とした。具体 

的には、（1 ) 医薬品通販サイトであるケンコーコム[4] 

上 で 取り扱われて い る 医薬品 5 0 0品を、無作為に商品 

テーブルへ保存（2 ) それらから無作為に選んだ 3 品 

に つ い て 、商品情報を表示したH T M Lページから閨連 

度の大きいと思われる商品を選択（3 ) それらとシス 

テ ム で 算出した関連度につ い て 、 再現率•適合率から 

尺度 F 値[5][6]を算出する。

4.1.2. 商品関連度検証実験の前提条件

検証実験にあたってシステム内にて商品に対する 

多次元意味空間を作成する。 よって、最終的な質問構 

造を指定する必要があるため、これについて予め想定 

した。

医薬品に関して考えられる有効な質問文は以下の 

構造となる。（図 7)

検索結果中、人間が選択した割合

5.0瓶  

90%

人間が遂択.してない数 

s人間が遛択した数

ro%10%
D t  i

0.1 Oi 0.3

m \$ . S 索 
結果数

検索 
結果中 
正解数

iEm
数

® 合 再現
率

尺度 
F 値

0,2 127 22 23 0.173 0.957 0.293
0.25 78 19 23 0.244 0.826 0.376

0.3 47 15 23 0.319 0.652 0.429

図 表 8 商 品 1 に つ い て の 実 験 結 果
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椟 索結果中、人闔が邐捩した数

人間が遂拆した数 

沾似2次龜総

検索結果中，人蘭が選択した割合

入湖が迸択してない数 

•人閲が进 択した数

_値 検索 検索 正解 適合 H 現 尺度
結果数 結果中 

正解数
数 :零 率 F 値

0.2 246 39 4% 0.159 0.813 0.265
0,25 151 33 4S 0.219 0.68S 0,332

0.3 98 21 4B 0.276 0,563 0370

図 表 9 商 品 2 に つ い て の 実 験 結 果

検索結果中、人間が選択した数

こ と か ら 、適 合 率 •再 現 率 を 求 め る に あ た っ て の 閾 値  

に つ い て 0.2, 0.25, 0.3を 設 定 し た 。

各 閨 値 と も 再 現 率 は 比 較 的 高 い こ と か ら 、検索によ 

る 取 り こ ぼ し は 少 な い と い う こ と が い え る 。 これは、 

検 索 商 品 レ コ メ ン ド に 適 合 し た 結 果 と い え る 。 一方で 

適 合 率 は 低 く 、人 間 が 想 定 し て い な か っ た 商 品 が 多 く  

検 索 結 果 に 表 示 さ れ て い た と い う こ と に な る 。 しかし 

な が ら 、対 話 に て 複 数 の ク エ リ を 作 成 し 検 索 を 行 う の  

で 、該 当 し な い も の が 検 索 結 果 よ り 省 か れ る 可 能 性 が  

高 ま る 。 ま た 、個 々 の ク エ リ に 対 す る 検 索 精 度 に つ い  

て は 既 存 の 検 索 シ ス テ ム を 組 み 合 わ せ て 余 分 を 取 り 除  

く こ と で 解 決 が で き る 。

5 . お わ り に

本 方 式 で は 、オ ブ ジ ェ ク ト の 一 例 と し て 商 品 を 扱 っ  

た。

今 後 、本 方 式 に 適 す る 形 で 対 話 時 の 質 問 自 動 選 定 ア  

ル ゴ リ ズ ム を 作 成 し 、対 話 型 レ コ メ ン ド 検 索 自 動 生 成  

シ ス テ ム を 確 立 し た い と 考 え て い る 。 こ れ に よ り 、駅 

を 対 象 と し た 「駅 別 観 光 見 所 検 索 j や 、事 例 検 索 •人  

材 紹 介 な ど の 説 明 文 の つ い た 事 象 に つ い て も 十 分 応 用  

で き る 。

ジ人闇が潔択した数 

近炤2次您絞

検索結果中、人間が選択した割合

冬 $

入簡が谋 択してない数 

ク人間が激识 した教

闥値 検索 
結果数

検索 
結果中 
正解数

_!E解
数

適合
率

洱現 尺度： 
F 値

0.2 236 12 17 0,051 0.706 0.095

0.25 S0 3? 0.064 0.58S 0.U 6

0.3 104 9 1? 0.087 0.529 0.149

図 表 1 0 商 品 3 に つ い て の 実 験 結 果
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